
中　世（平安末～室町時代）

中世越前窯は 12世紀後葉に、東海諸窯からの技術導入によって成立

当時は北陸地方における最大の窯業地で、無釉の焼き締め陶を焼成

製品の種類壺、甕、すり鉢（片口鉢）の三器種を基本とする。

僅かに特殊品の生産を行う。
特徴
当初は地元のみの流通だったが、次第に日本海沿岸地域へと拡大し

16世紀頃には競合関係にあった珠洲窯の衰退に伴い、北は北海道

西は島根県まで広く流通する。

越前焼の歴史 １

水
 甕
・
・
・
水
を
貯
め
て
お
く

藍
 甕
・
・
・
染
料
の
藍
を
建
て
、
藍
染
め
に
用
い
る

種
 壺
・
・
・
種
も
み
の
保
存
に
用
い
る

　
そ
の
他
に
も
食
品
の
保
存
な
ど
に
も
使
わ
れ
、
実
際
に
は

製
品
の
下
半
分
を
土
に
埋
め
て
使
っ
て
い
ま
し
た
。大

型
製
品

越
前
焼
あ
れ
こ
れ

用
途

現代
のや
きも
の 「職

人」と
「作
家」

「製
品」と

「作
品」

さま
ざま
な様
相を
みせ
る

現代
のや
きも
のを
ご紹
介！

いろ
いろ

なや
きも

の

越
前
焼
あ
れ
こ
れ 他
産
地
の
や
き
も
の
と
越
前
焼

　
常
滑
窯
は
愛
知
県
常
滑
市
に
位
置
し
、
平
安
末
期

の
12
世
紀
に
成
立
し
た
窯
業
地
。
常
滑
窯
は
中
世

に
お
い
て
壺
・
甕
と
い
っ
た
無
釉
の
大
型
製
品
や
、

片
口
鉢
や
東
海
地
方
特
有
の
山
茶
碗
の
小
型
品
を
生

産
し
て
い
た
。
特
に
壺
や
甕
は
全
国
に
流
通
し
、
海

路
・
陸
路
を
使
っ
て
鎌
倉
や
奥
州
平
泉
、
九
州
の
博

多
や
大
宰
府
に
運
ば
れ
、
大
量
に
消
費
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
中
世
越
前
窯
の
成
立
に
は
常
滑
窯
（
ま
た
は

猿
投
窯
）
か
ら
の
技
術
導
入
が
伺
え
る
。

常
 滑
（
と
こ
な
め
）

越
前
窯

常
滑
窯

★

越前
焼あ
れこ
れ

刻文
がほ
どこ
され
た越
前焼

　刻
文に
は陶
工の
気ま
ぐれ
とし
か思
えな
いも
のか
ら、
多産

や豊
穣の
祈り
が込
めら
れた
と考
えら
れる
もの
まで
多種
多様

なも
のが
存在
する
。

　鎌
倉時
代中
期～
後期
に操
業し
た水
上窯
跡か
らは
羽ば
たく

鳥が
刻ま
れた
陶片
が出
土し
てい
る。
展示
中の
作品
のな
かに

は、
樹木
や草
が刻
まれ
てい
るも
のが
ある
。こ
れら
の刻
文に

は、
豊穣
の祈
りが
込め
られ
てい
るの
だろ
うか
。

刻文
に込
めら
れた
想い
①

越
前
焼
あ
れ
こ
れ
色
と
り
ど
り
の
越
前
焼

　土
の
色
の
印
象
が
強
い
越
前
焼
で
す
が

近
世
、
近
代
に
な
る
と

多
様
な
色
彩
の
製
品
も
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

あ
な
た
の
お
好
み
の
越
前
色
は
？

越前焼あれこれ

特殊品の生産

（珍しい製品）

　中世の越前窯では、壺・甕・すり鉢（片口鉢）の三

器種を基本として僅かに特殊品の生産が行われていた。

　水注や水瓶、経筒外容器、瓶子などその他にも大量

生産品ではないやきものが確認されている。

　また、越前を特徴付けるやきものとして片口小壺い

わゆるお歯黒壺が知られている。
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